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イモゾウムシの卵接種が起因となる人工幼虫飼料汚染の防止

下地幸夫＊

(琉球産経株式会社）

YukioShimOji：PreventionofcontaminationontheartificiallarvaldietofWest

lndiansweetpotatoweevilEz`Sc幼eslost/iMtz伽（Fairmaire）fromtheirinoculatedeggs．

はじめに

イモゾウムシＥｚ`s”espost/tzscjtz伽

(Fairmaire)は，南アメリカ，西インド諸島，

太平洋諸島等においてサツマイモ｣ＩＤＯ”occz

bamms（L､）を加害する重要害虫である

(RamanandAlleyne，1991)．我が国では，

本種の侵入を阻止するため植物防疫法により沖

縄県等の発生地域から本土等未発生地域へのサ

ツマイモ等寄主植物の移動が禁止または制限さ

れている．そこで，この移動規制を撤廃するた

め，沖縄県では不妊虫放飼法による本種の根絶

が検討されている．

ＳｈｉｍＯｊｉａｎｄＫｏｈａｍａ（1996b）は，本種の

不妊虫放飼法に必要不可欠な大量増殖のために

人工幼虫飼料を開発したが，それはカビとバク

テリアによって汚染されやすかった．いったん

汚染されるとそれ自身の質が低下するばかりで

なく虫の発育に障害を与えるため餌としての価

値がなくなる．MacGownandSikorowski

(1980)は，人工飼料を汚染するバクテリアがワ

タミゾウムシＡ,､伽"o腕"ｓｇｿ、､伽の中腸の上

皮組織を破壊し生存率を低下させるため不妊虫

放飼法の妨げになると報告した．そこで，イモ

ゾウムシの大量増殖を実現するためにも人工幼

虫飼料の汚染を防止する方法を開発する必要が

ある．

一般に昆虫の人工飼料の汚染は，卵の表面に

付着する微生物が主因となることが多いため，

人工飼料に接種される前に卵の表面殺菌処理が

多く行われる（湯島ら，1991)．それで，イモ

ゾウムシの人工幼虫飼料の汚染を卵の殺菌処理

で防止できるかどうか，７０％エタノール溶液，

及び５％ホルマリン溶液の処理によって検討す

る．

尚，本実験は，1994年９～10月に沖縄県ミバ

エ対策事業所において行った．

材料と方法

１．供試卵

実験に使用した卵は，1989年10月に読谷村で

採集したイモゾウムシの成虫を基に，沖縄県ミ

バエ対策事業所において，温度25℃，湿度60-

80％，照明１４Ｌ:10,（４時点灯18時消灯）の

条件下で，サツマイモ塊根を用いて累代飼育し

てきた雌成虫から得られた卵である．

２．エタノール溶液による卵表面殺菌の効果

1994年10月に，飢餓産み落とし採卵法

(ShimOjiandKohama，1996a）により回収

した卵は，シャーレ（直径９cm，高さ２cm）の

中の湿ったろ紙上に置いて蓋をし，孵化前日ま

､現在，有限会社津田塾・沖縄森の研究所．
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Kohamal996b）に50卵接種した．対照区と

して人工幼虫飼料にホルマリン殺菌処理しない

卵を接種した区を設けた．人工幼虫飼料の乾燥

を防ぐためシャーレの本体と蓋の狭間を前述の

セロハンテープで目張りをし，インキュベーター

に保管した．卵接種２日後に孵化数を記録した．

人工幼虫飼料表面を毎日観察し，卵接種後バク

テリアが発生するまでの日数を記録した．４０日

後に人工幼虫飼料を解体して幼虫・蝿・成虫の

数を記録した．この実験を７反復した．

でインキユベーター（温度25℃，湿度70-80％，

全暗）に保管した．使用器具は，実験前に70％

エタノール溶液で消毒し，沸騰した蒸留水で数

回すすいだ．実験者は石鹸で手を洗った後，７０

％エタノール溶液で消毒した．シャーレから極

細筆を使って孵化前日の卵を70％エタノール溶

液20mlの入ったフイルムケース（直径3cm，高

さ５cm）４個に各20卵ずつ移した．各々のフイ

ルムケースを30秒，１分，２分，もしくは５分

間ゆっくり振って卵を撹拝し殺菌処理をした．

その後，卵を含んだ70％エタノール溶液をろ紙

でろ過し，卵だけを取り出した．これらの卵を

処理時間ごとに70％エタノール溶液消毒した極

細筆を使って0.1％弱の防腐剤を含む209の人

工幼虫飼料（ShimOjiandKohamal996b）

を入れたシャーレに20卵接種した．対照として

人工幼虫飼料にエタノール消毒しない卵を接種

する区を設けた．人工幼虫飼料の乾燥を防ぐた

め本体と蓋の狭間をセロハンテープ（コクヨスー

パーテープT-K24）で目張りをし，インキュ

ベーターに保管した．卵接種の２日後に孵化数

を，１週間後に人工幼虫飼料表面のバクテリア，

もしくはカビによる汚染の有無を調べた．この

実験を８反復した．

３．ホルマリン溶液による卵表面殺菌の効果

1994年９月に，エタノールによる処理と同様

に卵を回収し，インキュベーターに保管した．

実験前に使用する器具等も前の実験と同様に７０

％アルコール溶液で消毒した．５０卵を孵化前日

にシャーレから極細筆を使って５％ホルマリン

溶液20mlの入ったフイルムケース（前述）に移

し，２０分間浸した．その後，卵を含んだホルマ

リン溶液をろ紙でろ過し，卵だけを取り出した．

予め70％アルコール溶液で消毒した後，滅菌水

で洗浄した極細筆を使ってこれらの卵をシャー

レに入った209の人工幼虫飼料（ShimOjiand

結果

１．エタノール溶液による卵表面殺菌の効果

３０秒・1分.２分．５分間，卵の70％エタノー

ル溶液殺菌処理を行ったが，いずれにおいても

バクテリアによる人工幼虫飼料の汚染はなく，

30秒間で卵は十分に消毒できることが分かった

(表1)．これに比較して，卵を殺菌せずに接種

した対照区の人工幼虫飼料は８回の繰り返しす

べてにおいてバクテリアに汚染された．しかし，

カビによる汚染はなかった．処理時間間で孵化

率に有意差はなく，卵は70％エタノール溶液に

５分間浸されても孵化に悪影響を及ぼさないこ

とも分かった（表ｌ)．

２．ホルマリン溶液による卵表面殺菌の効果

５％ホルマリン溶液殺菌処理した卵と無処理

卵の孵化率は，それぞれ４８４±1.4（平均値±

標準偏差）個と47.6±1.3個であり（表2)．両

者に有意差はなかった（Mann-WhitneyのＵ

検定)．しかし，バクテリア発生までの経過日

数は，ホルマリン処理区が20.0±8.4日，対照

区が2.6±0.5日と，無処理卵を接種した人工幼

虫飼料のバクテリア発生が有意に早く

(Scheffもの多重検定，，<0.01)，卵接種から４０

日後の生存虫数の合計も，ホルマリン処理区が

15.0±5.2頭，対照区が5.4±6.8頭と，ホルマ
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表１．イモゾウムシの卵表面の70％エタノール溶液殺菌処理時間と卵接種された人工幼虫飼料の汚

染率の関係．

処理時間（分） 孵化数！'（個） 汚染率（％）

対照区。
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a表面殺菌処理をしない卵を接種した．

b２０卵を接種した．８反復．平均値±標準偏差．Ｓｃhe舵の多重比較検定により平均値間に有意差

はない．

､バクテリアによる汚染．

表２．５％ホルマリン溶液による卵表面殺菌処理とバクテリアが発現するまで要した日数および発

育虫数の関係．

卵接種から40日後。処理区孵化数｡.。(個）バクテリアが発現する

までに要した日数｡･･(日）幼虫数蛎数成虫数合計ｆ

ホルマリン

対照区・

人工飼料のみｂ

1.4±１．８１．１±０．８１２．４±５．０１５．０±５．２

０．７±１．４０．９±１．５３．９±５．１５．４±６．８

48.4±1.4

47.6±１．３

２０．０±８．４ａ

２．６±0.5ｂ

26.9±１３．０ａ

`表面殺菌をしてない卵を接種した．

b卵接種をしてない．

｡５０卵接種．Mann-WhitneyのＵ検定により有意差はない．
｡平均値±標準偏差．７反復．

.異なるアルファベット間にＳｃhe髄の多重比較検定により１％レベルで有意差がある．

fMann-WhitneyのＵ検定により５％レベルで有意差がある．

ませるための前処理剤として用いられている

(湯島ら，1991)．しかし，本実験の結果から，

70％エタノール溶液は高い殺菌性を示したため

殺菌液として十分に使用できることが分かった．

ホルマリン処理区の人工幼虫飼料は卵接種から

20日程で汚染が始まったものの（表２)，この

結果が５％ホルマリン溶液の殺菌効果を疑うも

のとはならない．なぜなら，ホルマリン処理区

のバクテリアが発現するまでの日数が人工飼料

のみ区のそれと有意差がない（表2）ことから，

バクテリアは卵を接種する前に既に人工幼虫飼

リン処理をした卵を接種したほうが虫は有意に

発育した．（Mann-WhitneyのＵ検定,，<0.05；

表2)．

考察

本実験において，エタノール溶液とホルマリ

ン溶液を用いて卵の表面に付着したカビやバク

テリアから人工幼虫飼料の汚染を防止する方法

を開発できた．ここで使用した70％エタノール

溶液は一般に殺菌液としてではなく卵の表面に

ホルマリン等の殺菌液がよく接触するよう馴染
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料に混入していたと考えられたからである．ま

た，昆虫の卵は５～10％ホルマリン溶液に15～

20分間浸漬させることで表面殺菌が可能といわ

れる（湯島ら1991)．

以上のことから，７０％エタノール溶液と５％

ホルマリン溶液は各々が卵表面殺菌液として使

用可能であるが，３０秒間～５分間の70％エタノー

ル溶液処理と20分間の５％ホルマリン溶液処理

の組み合わせにより卵による人工幼虫飼料汚染

防止が強固になると考えられた．

bacteriafbralongperiodandproduced

significantlymoresurvivingweevilsfrom

artificiallarvaldietthannotreatment

controldiet．
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Summary

Preventionofthebacterialcontamination

ontheartificiallarvaldietofWestlndian

sweetpotatoweevilE"”2ｓ，ost/２ＭhＪ伽

(Fairmaire)wasexaminedBacteriaonthe

surfaceofeggs-inoculatedondietwas

consideredasasourceofdietcontamination・

Thesurfaceofeggswererinsedwith７０％

ethanolsolutionseveraltimesasfbUows；ａ

ｈａｌｆｌ,２，and5minutes・Surface-sterilized

eggsfbr30secondsdidnotpermitthe

emergenceofbacteria，indicatingthe

necessityofsterilizationofeggsmorethan

30secondstopreventthecontaminationof

bacteriamtoanartificiallarvaldiet，Ｅｇｇｓ

ｗｅｒｅthentransferredtoartificiallarval

dietaftertheyweredippedin5％

fbrmaldehydesolutiontosterilizｅｆｂｒ２０

ｍｍｕｔｅｓ．Thedippingtreatmentcould

sigmficantlysuppresstheemergenceof


